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月夜茸の毒成分について

児 玉 栄一郎

はじめに

月夜茸 Arm111ar1a JaPon1ca, Ka 

wamura (I ma1)は毒茸である。これが本邦

ではツキヨダケと呼ばれる他•地方によつては，

「光ごけ」，「くまびら」，「わたり」，「どく

かたわ」などの呼称があり，酸素の存在において

発光する特性がある。

普通この茸は夏秋の頃，ブナ．イヌブナ，サク

ラなどの枯木．腐木に重なりあうように感しく発

生するが，ときにムキダヶ，1::.ラクケ．シィクケ

などと間違われて食中毒を起すのであるが，後者

らは暗処においてツキヨダケのように青白I,ヽ冷光

を発しないのである。 (1)(2)

本菌による中毒症状(3)は食後 1時間ばかりで嘔

気，嘔吐，腹痛，下痢などをおこし，重症例では

稀れに昏睡を来すこともある。しかし喧常人の中

毒ならば死に至ることは稀れである。

毒茸の毒素として従来フアリソ．ムスカリン，

コリン，ノィリソ，ァガリチン•トリメチルアミ

ン，ヘルペラ酸の他に菌アルブミン．トキソアル

ブミン，ビルツトキシン．蠅毒，刺戟性油脂など

が挙げられている。しかし一方クマゴテングダケ

Amanita PhalloideB には毒素ならびに

溶血素の含まれていることが古くから知られてお

り，これについて今世紀の初め頃から W•W•Fo rd 

and E• Rockwood の研究があり •1 9 3 2年

には H• A• Ra ab, 1 g 3 4,年にはg• Renzの

業績が現われた。しかし研究に精細を増すに到つ

たのは第二次世界大戦以後である。すなわち終戦

前の F・LynenU• U• Wieland (1937) 

らの Pha.llo1d1n, H• Wieland, R. Ha 

-iler皿ayer U• W• Z118 (l 94, l)らの，

Phallo1d1n 並びにAman1 t 1n, また A•

Beauv1111a1n(1943) らの仕事が， T• -

Wieland, L. Wirth, E• F1rBherらの

研究となって行ったのである。そしてL-Ama-

n1t1nの他に,8-Aman1t 1ユが結晶 に分離

されたのが 1949年のことである。（4）(5森)(7X8)

以上の研究は主として猛毒のあるAm.an1ta

phalloldesシロタマゴテングダケについて

であるが，月夜茸毒素についての研究はあまり見

当らない。猪子氏はコリン (ethanolam1me 

の他に極めて不安定な配糖体（安易に分解してブ

ドウ糖と．その他となる）を想定されているが．

西川義方氏ははその臨床症状の差を述べている。

ともかく私は多量の月夜茸を入手できたことから

毒素の解明を企てた。

実験方法

1967年秋 lO月 9日，月夜茸幻9を細切して

l J,のメクノールに漬け，室温で 7日間 extra-

ction を行った。次にこれを布昂．更に濾紙

で櫨過し，濾液を重盪煎上で濃縮して約 2o o mJ, 

とし•次に分液漏斗に移し，ニチルニーテルを加

ぇ，脱脂したものを検体とした。

なお月夜葺は最初暗室において菌摺の発光性を

確めたもののみで，従つて発光性を有たない他腫

菌並びに発光性を失った古いものは除かれた。濃

縮された抽出液は濃褐色で，特有の菌臭が僅かに

残存した他飴のような甘美な匂いがあったが，発

光性はなかった。
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実 験成績

A 蛋 白

L スルフォサリチル酸試験 陰性

2. 三塩化酢酸液 沈澱なし

8. ツノテスト 陰性

B 糖

L Fehling試験 強陽性

2. a-naphthol試験 重畳法で接触面

が紫赤色を呈す

8. Oarbazole反応検液の着色（褐色）

のため不明瞭

4 検糖用テスト紙 Ctttt) 

すなわち Glucore の存在

が推定された。

5. 濾紙 Chromatogr apbyによる糖試験

ィ 濾紙東洋濾紙/16:5 0 （上昇法）

展開液 N-But・anol-CH3 C 00 H-

H20 (4:1:5) 

発色剤 ァンモニア性硝酸銀液

温度 室温

原液 Cツキョダヶ浸出液）では Rf0.1 oに硝殿

銀と反応した褐色の SPotが 1個現われ．その上

下に硝酸銀液と反応しない白色のスボットがあっ

たが．その他には見られなかった。比較対比のた

め用いた糖類は次のようである。

Fructose, Gal ac toa e, mannoa e, 

Rhamnos e, 

Sorb1tel,Mann1tol, 

xylos e, Arab1no se, 

TrehaloSe, 

Ra王f1nose, 

LかしGlucose 以外一致するものはなかった

ロ 展開液水飽 和 phenol+アンモニア

（5佑）

その他条件は前実験同様・

この場合も原液の示すSPotと一致するものは

Glucose以外にはなかつた。

｀ 
C 毒素

以上示したように原液は糖を含むが，蛋白反応

が陰性である。しかしlnnhYdr1n 試薬を加

えると濃紫青色を呈するので，アミノ酸または，

Polypeptide の存在が推定し得られる。従

つて次に示す段階で実験をすすめた。

ィ 原液についての Ohroma. tog ra.ph.y 

原液は糖を含むが，蛋自反応は陰性である。し

かしニンヒドリンに対して少なくとも紫色を呈す

るので，これを上述Butanal 系，および

Phenl!ll系の展開液，そして 0.2 % N inhYd-

工1n設で発色を試みた。 ． 

すなわちButanol 系ではRf0;111のところ

に、 Pbenol系ではRfo.4,のところに単一の

Spotが得られた。

ロ 原液ホ解物についての：‘Oh・ronatogr8-

phy 

原液に含まれ，ニンヒドリン反応陽性のものは

Po1ypept 1do であろうと想われたので水解

を行った。すなわち原設 2 om;,に塩酸 2o ml,を

加え，重盪煎上還流装龍で・5時間加熱 Lた。次に

HOl を重盪煎上加熱放散せしめ，濾過したもの

を試験に供した。

ブクノール・酷酸系，上昇法〇印羊滅紙lfo.5 o) 

ではニンヒドリンによって発色する SPot が6

ヶ得られた。 R土として，上から 0.7 7償褐色

o. 5 7 （紫）， o.fi 0 （紫赤） ，0. 3 8 （黄），

0. 2 3 （紫） ，o. I)（紫）であった。

また PhenQl-NHヽ 系では同じ<spotが

6ヶで． Rf o. s o（黄褐）， o.7 1 （赤紫），

O. 6 l （紫）， o.5 1 （黄）． o.2 7 （紫）．

0. 1 4t（紫）であった。

次にアミノ酸標品について呈色並びにRfの比

較検討を行った。

最初黄褐色（原液の着色がまじるため褐色を呈

したものと思われる）のRfo. s o （フニノール

系）の BPotでは ProlineとPheny1a1.a.・ 

n1neが想定されたが， Ph~nYlal.an ino で

は発色が赤紫色であり， R土もやや低値を示すた

め一致せず．着色の黄およびRf値から Proliユ

と思われた。
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次にRfO.'Ilではi(al1ne,tyrosineが

想定されたが，着色は同一であっても Rfがty-

ros1neと一致するが， val1neでは一致を

欠いた。

また Rf0.61 (紫）では arg1n1neななど想

定されたが．一致をみたものは DL-Alan1ne

であった。

次に Rf0.5l （黄）は着色が黄であることと．

Rf値から oxyprol1ne と思われた o

また Rfo.2'I C紫）ではGlutam10acid 

とSer1neが考えられた力ら発色した色調より

もRfそのものがGlutam1cacidと一致を

示した。

最後のRfo.u （紫）ではaspart1cacid 

とcyst1neが考えられた． cyst1ne は水

に溶け難いもので．従つて spot の着色も淡い

ものであったが． Rfほ asparat1cacid 

，．と一致せず． cyst1n e と一致した•.

検討

月夜茸の炭水化物，殊に糖についてはあまり研

究がないように思われるが，一般に菌量中の糖と

しては従来Hexoseとしてほg1uoose,_ 

fruos os e, Manno s e, ・Gal aoto Se, 

sorbose, それに Pento s e・, methYl-

Pentos e,なお d1saochar1deなども挙

げられているが（！）月夜茸には試験の限り Gluco-

seだけが検出され．，他には検出されなかつた。

これは目的が菌毒に向けられていたので、抽出方
(8) 

法にもよると思われる。なお亀高氏 のように配

糖体の存在を考え．これが容易に分解されてブド．

ウ糖を生ずると述べられているが，そのことにつ

いては今後の研究に侠ちたい。

また今回の研究から想定されたPept 1de が

果して月夜茸特有の毒物であるかどうか，更にま

たその PePt1de のアミノ酸の組成が如何なる

ものかについては今後の研知こ侠ちたい。

むすび

形態ならびに発光性から確められた月夜茸，

Arm111ar1a jaPon1oa,Kawamura 

の毒物を研究すべく，そのメタノール抽出物tごつ

いて 2, 8の実験を行って次のような成績を得た、

l) 月夜茸のメクノール抽出物には多丑の 一

Glucoseが証明された。しかし他の

HexoseゃPentose は証明されなかつ

た。

8) この毒茸抽出液は蛋白を含まないが，

Polypeをt1de があり，加水分解で，． 6

種の amino酸が証明された。それらは

Oxyprol1n.e, TYエcs1ne, Ala nine 

Prol1n,Glutanr1c acid,油よび

cyst 1neであった。

毒性並びにPolypeptide の分子数，配列

については次報に侠ちたい。
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